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私たちが目指すこれからの外来看護
一来院患者の動向を分析して一
耳鼻科外来　○紺屋春江　野口　明
1　はじめに
　最近外来では入院期間の短縮化に伴い悪性疾患の化
学療法や輸血そしてリスクを伴いながらも小手術を行
う事が稀ではない。また入院から在宅医療へ医療環境
が変化する中で一時退院をしたり、問題をかかえたま
ま退院する患者の状態の急変により外来に受診するケ
ースも増えている。こうした状況から外来看護婦に援
助を求ある患者が増加しているが、診察介助、雑務に
追われ患者をさばくのに精一杯で看護らしいことがで
きないのが現状である。
　この問題点を解決するために私達耳鼻科外来は平成
5年4月より13階西病棟との一看護単位を図り業務改
革を実施してきた。そのことにより継続看護の為の患
者情報の共有、活用が迅速にできる・人的資源を相互
に活用することにより専門性の高いケアが提供でき
る・「患者と顔見知り」であることによりコミュニケ
ーションがとりやすいなどの利点を得ることができた。
また、安全でゆとりのある看護・継続することによる
責任ある看護を行うたあに平成7年5月より時差勤務
を試みてきた。今回はこの時差勤務実施の報告をした
いと思う。
第1段階：平成6年5月～　水曜日9時～17時
　　　　看護婦1人
第2段階1平成6年10月～火・水・金曜日
　　　　　8時30分～16時30分　看護婦1人
各医師の予約状況を把握し水曜日のみは臨機応変に
1時間の時差を組む時もある。
　3．評価
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11　時差勤務の実際と評価
　1．目的
　　1）質の高い看護を提供する
　　　i）患者が安心して治療、検査が受けられる
　　　ii）看護の継続
　　2）看護婦の看護ケアの満足度を高める
　　　i）責任のある看護が実践できる
　　　ii）ゆとりのある看護ができる
　2．方法
　平成5年5月～平成6年4月までの超過勤務時間
（以下超勤と略す）を曜日別に統計をとり決定した。
　　　表3　曜日別超勤数（分）
月 火 水 木 金 土
2354101895105 855 120
160 70 785 20 235 175
25 180 275 20 165 335
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　5通りの統計の結果より時差勤務の目的の4項目は
達成の有無は検討中である。この問題については客観
的な調査に基づいて解決したいと思う。しかし時差勤
務を実施して一番効果的だったのは超勤時間の激減で
ある。この統計によると図2に示してある様に導入前
後を比較すると平成5年5月～平成6年4月は3995分、
それに対し平成6年5月～平成7年4月は1495分とな
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表1　来院患者数（人）H6．5～H　8．4
　　　月
N度 5月 6月 7月 8月 9月 10月
ll月 12月 1月 2月 3月 4月 計
H53464392237573908386838143759361432303536423404445150
H639924287414342343841376636443327312936974612377946451
H73957451839794096369140573769368344236383995403346858
表2　救急外来申し送り患者数（人）H5．5～H　8．4
　月
N度 5月 6月 7月 8月 9月
10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 計
H5 4 3 6 9 6 6 3 8 2 7 12 14 80
H6 6 11 4 7 6 17 10 8 10 5 5 2 91
H7 9 10 11 14 10 16 16 14 18 11 9 12 150
り2500分の減少となった。終了時間が30～60分延長し
たことにより、患者へのサービス精神の向上につなが
り、仕事を終えた時”やり遂げた”という看護の満足
度も共有でき、気持ちの余裕や時間のゆとりが感じら
れた。
　時差勤務導入までのスタッフ間の反対意見は全く聞
かれず何の問題もなくスムーズに実施することができ
た。導入後のスタッフの意見は30～60分の時差勤務で
の朝の準備に余裕がもてた、勤務終了時間に於いても
超勤をすれば同様なので、ほとんど生活に悪影響はな
い。また労働時間は同一の為、疲労感はないし超勤と
は異なるので、ストレスが蓄積されない為、精神的に
も良好である。
　業務に関してはスタッフー人、時差勤務に就いても
診療の準備には支障はきたさない。勤務終了時間前に
業務が終了した場合は明日の検査の準備、入院患者の
X線フィルム準備をしている。また、超過勤務の消化
にあてたりもしている。
皿　今後の課題
　現在、外来には看護記録がない。継続看護が必要と
されるケースが多い中、看護記録を作成することが必
要である。入退院を繰り返す患者や救急患者に必要な
病棟との連携の記録、外来手術患者や化学療法、輸血、
自宅療養者に関する外来独自の記録を今後、充実させ
看護にいかしていきたいと考えている。
　また、化学療法を受ける患者に対し明確に定められ
た看護マニュアルがない為、患者への看護を充分に提
供できないでいる。看護記録と同様にマニュアル作成
は今後の課題でもある。
　限られた時間の中で多くの患者と関わり診察介助に
追われる中、私たちはいかにスタッフが効率よく働け
る場がつくれるかに重点をおいて考えてきたところが
ある。しかし前に述べたように外来が変化している今、
これからは患者からみた外来の看護を常に評価し取り
組んでいかなければならないと思われる。
　そして病棟との一看護単位を開始し、いくつかの問
題点もかかえている。現在、日替わりで病棟スタッフ
が外来勤務をしているが、慣れない業務、制限された
時間帯による担当業務の制限。また、現在の外来看護
婦では人数が足りなく病棟スタッフに頼っているのだ
が、とかく病棟の状況に左右されやすく日々、スムー
ズに外来が動かないのが現状である。今後、時差勤務
に関しても、いくつかの間題が未解決であるため思考
錯誤しながら向上心を求あ実践していきたいと思う。
IV　おわりに
　外来看護の質と多様化が求められている中で私たち
の業務改革も少しずっではあるが役割を発揮しっつあ
るように思える。今後の課題を認識し、患者にとって
より良い看護を提供できるよう、いっそう努力してい
きたいと思う。
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